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研究成果の概要（和文）：右前頭葉を中心とする意欲関連ネットワークは、神経画像解析により右前頭葉後方と
下前頭回領域に集中し、有意な意欲の低下と回復過程に強く関与することが示された。右前頭葉グリオーマに対
する覚醒下脳手術と術中マッピング、意欲評価スケールによる術中と周術期の意欲レベルの変化は、他の右前頭
葉が関わる高次脳機能（感情、運動、視空間認知、作業記憶)との関連評価の結果、術中の意欲低下と前頭葉－
基底核連絡路が関わる認知運動ループによる自発性低下との関連性が疑われた。術後の意欲維持には患者の主観
的認知機能との関連が示唆され、神経心理学的アプローチによるリハビリテーションプログラム作成のための新
たな共同研究に繋がった。

研究成果の概要（英文）：Motivation-related networks centered in the right frontal lobe were shown by
 neuroimaging analysis to be concentrated in the posterior region and inferior frontal gyrus and to 
be strongly involved in the process of significant motivation decline and recovery. The results of 
the evaluation of the relationship with higher brain functions (emotion, motor, visuospatial 
cognition, and working memory) involving the other right frontal lobe were suspected to be related 
to intraoperative decreased motivation and decreased spontaneity caused by the cognitive-motor loop 
involving the frontal lobe-basal ganglia. These results suggested that patients' subjective 
cognitive function (metacognition) is related to the maintenance of postoperative motivation, and a 
new collaborative study was initiated to create a rehabilitation program based on a 
neuropsychological approach.

研究分野： 覚醒下手術

キーワード： motivation　awake brain surgery　glioma　right frontal lobe

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
意欲の低下はひきこもりやアパシー、うつ状態などに関連する症状であり、脳腫瘍術後患者においても重要課題
のひとつである。前頭葉グリオーマ患者における「意欲」が関わる脳内ネットワークが明らかになることによ
り、術中の意欲ネットワークの同定と機能温存、経時的な機能回復を目的とした次世代型覚醒下手術法の確立、
意志力が果たす意欲ネットワークの早期回復を目指したリハビリテーションプログラム策定につながる。すなわ
ち、脳腫瘍患者の術後の生存予後のみならず次世代レベルの機能予後改善が期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 

これまで申請者らは、右前頭葉グリオーマ

に対する次世代に向けた覚醒下脳手術を行

い、さまざまな高次脳機能（流暢性, 運動陰

性, 視空間認知, 感情, 共感性, 意欲など）

のマッピングを行ってきた（図 1）。本研究

では、申請者らの脳機能マッピングチーム

により、国内唯一の両側前頭葉グリオーマ

の手術経験と豊富なデータを用いたボクセ

ル脳形態画像解析の研究方法および結果を

元に、右前頭葉グリオーマ症例における「意欲」が関わる皮質下ネットワークを解明するととも

に、意欲の背景にある「意志力」とその他の高次脳機能が果たす役割について検討する。さらに

は意欲ネットワークの同定と機能温存、経時的な機能回復を目的とした新たな覚醒下手術法の

確立、意志力が果たす意欲ネットワークの早期回復を目指し、脳腫瘍患者の術後の生存予後のみ

ならず次世代レベルの機能予後改善を図る。 

 

２．研究の目的 

 

 本研究の目的は、ヒト右前頭葉腫瘍における覚醒下脳機能マッピングを用いた摘出手術にお

いて、術中の意欲低下に関与する切除領域、皮質ならびに皮質下の直接電気刺激を用いた誘発症

状を元に、「意欲の大脳中枢」と「意欲の脳内ネットワーク」を直接的に同定し、回復過程に影

響する「意欲の脳内可塑性ネットワーク」と「意志力が果たす脳内環境の仕組み」を解明するこ

とである。 

術中の意欲低下に関与する切除領域、皮質ならびに皮質下の直接電気刺激を用いた誘発症状

を元に、意欲の大脳中枢と意欲の脳内ネットワークを直接的に同定し、回復過程に影響する意欲

の脳内可塑性ネットワークを解明することを目的とする。 

 

３．研究の方法 

（１）ボクセル脳形態画像解析：右前頭

葉グリオーマ患者の周術期の意欲評価

（CAS 標準意欲評価表）と周術期の MRI

撮像を行い、切除腔・脳領域・神経線維

束領域と意欲データを元にした病変症

状マッピングを行った（図 2）。 

 

（２）術中マッピング：右前頭葉グリ

オーマに対する覚醒下脳手術と直接電

気刺激マッピングを行い、独自に開発

図 1. 申請者による脳機能研究の推移 

図 2. 脳機能マッピングとボクセル形態画像解析 



したモチベーション評価スケールによる意欲評価ならびに点数化を行った。 

 

（３）機能可塑性の評価：術前・術後 3 か月時点の安静時脳機能 MRI データより、意欲低下お

よび回復に関わる脳機能ネットワーク、他の高次脳機能（感情認識、視空間認知、運動、作業

記憶など）ネットワークとの関連を調べた。 

 

（４）意志力回復リハビリテーションプログラムの開発と臨床応用を目指す。 

 

４．研究成果 

 

（１）神経画像解析：ボクセル脳形態画像解

析：両側大脳の中で右前頭葉後方と下前頭回

領域に有意な意欲の低下と回復過程に強く関

与することが示された（図 3）。 

 

（２）覚醒下術中マッピング：右前頭葉グリ

オーマ 10 例に対する覚醒下脳手術と直接電

気刺激マッピング、モチベーション評価スケ

ールによる術中および周術期の意欲レベ

ルとその変化について調べた。他の高次脳

機能（右前頭葉が関わる感情、運動、視空間認知、作業記憶)が関わる影響について検討した結

果、術中の意欲低下と前頭葉−基底核連絡路が関わる認知運動ループによる自発性低下との関連

性が疑われた。術中の意欲低下を回避する方法として、他の神経機能ネットワークにおける刺激

症状との鑑別が重要であり、今後は術中検査タスクのさらなる妥当性評価が必要であると考え

られた。 

 

（３）意欲低下に関わる右前頭葉後方領域には、表情認識、空間性作業記憶、視空間認知、運動

調整に関わる領域が密に存在することが術中機能マッピングから示唆された。すなわち、各機能

に関連する司令塔領域における同時多発的な障害が生じた結果、それらを相互連絡するメタネ

ットワークに障害が生じ、意欲低下に影響している可能性が考えられた。 

 

（４）術後の意欲維持には患者本人の主観的認知機能（メタ認知）との関連が疑われた。意欲維

持を目的としたリハビリテーションプログラム作成のために神経心理学的アプローチによる新

たな共同研究を開始した。 

 

 

 

図 3. 機能マッピングとボクセル形態画像解析 
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